
令和３年１月に，「新学習指導要領」の着実な実施による「子どもたちの資質・能力の育成」を目指し

た，「令和の日本型学校教育」が文部科学省より示されました。大きなポイントは「個別最適な学び」と「協

働的な学び」の実現とあります。 

「ん？何をするんだろう？」頭の中に「？」がいくつも並びそうです・・・。そこで以下のように整理してみまし

た。裏面の本校の実践とも関連して説明します。 

 

                                     

こうして考えると，裏面に紹介の学習活動を含め，日常の学習活動は「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の実現につながってる事ばかりです。時代の変化に対応し，新しい教育活動を産み出していくことは

とても大切です。しかし，立ち止まって足下を見つめ直し，現在の教育活動を振り返り価値付けていくこと

は，より重要な事ではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １２ 月 の 主 な 行事 

１ 木 参観日（１・４年） 

2 金  たんぽぽ文庫（１・２年） 

３ 土  

４ 日  

５ 月 タブレット接続訓練②（５年） 

６ 火 タブレット接続訓練②（４年） 

７ 水 タブレット接続訓練②（３年） 

白蘭タイム（保健委員会） 

８ 木 タブレット接続訓練②（２年） 

９ 金 ２学期図書返本週間（～14日） 

タブレット接続訓練②（１年） 児童委員会④ 

10 土  

11 日  

12 月 縄跳び週間開始 

13 火  

14 水 白蘭タイム（体育委員会） 

15 木 大掃除週間（～２２日） 

がん教育出前講座（６年） 

16 金 冬休み図書貸し出し開始（～2２日） 

17 土  

18 日  

19 月  

20 火  

21 水  

22 木 消費生活出前講座（６年） 

23 金 2学期終業式 午前授業（給食なし） 

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木 学校閉庁日 

30 金 学校閉庁日 

31 土 学校閉庁日 

 

令和４年１１月２４日 １１月号  No９ 
 
  
 

北海道室蘭市立白蘭小学校 学校便り 
  
 

【学校教育目標】 
・深く学ぶ子 

・心豊かな子 

・健康な子  

・未来をつくる子 

ホームページは、「白蘭小学校」で検索するとすぐ見つかります。 

個
別
最
適
な
学
び 

指導の個別化 
子ども一人一人の状況に合わせて，必要に応じた重点的な指導や指導方法の工夫等を行い

ます。一定の目標を全ての子どもが達成することを目指し，それぞれが異なる方法等で学習を進

めることもあります。家庭学習の工夫等により，自分の力で学習の仕方を考えることもあります。 

学習の個性化 
子ども一人一人に応じた学習活動・学習課題を提供します。異なる目標に向けて，それぞれが

主体的に考え，学習を深め，広げることを目指します。自ら適切に学習課題を設定し学習計画を

立て，取り組んでいける力を養います。 協
働
的
な
学
び 

クラスメイトや異学年の児童・外部講師の方々等，色々な他者と協働して学習します。個別最適

な学びで身につけた学習成果をアウトプットすることにより，お互いが学び合う時間を保障します。

個別最適な学びが孤別な学びに陥らないようにする大切な学習活動です。異なる考え方が組み

合わさり，よりよい学びを生み出すサイクルを目指します。 



 
 ３年生が２日「環境科学館・室蘭市消防本部」，６年

生が１６日に「PCB 処理事業所・室蘭工業大学」で，

それぞれ見学・体験学習を行いました。 

環境科学館ではプラネタリウムで白蘭小から見える

星空の様子，消防署では実際の訓練の様子等を見せて

いただきました。室工大ではスズが原料のキーホルダ

ー作り，PCB 処理事業所では難しい内容ですが環境に

配慮した取組の様子を説明していただきました。 

「百聞は一見に如かず」，貴重な体験ができた１日と

なりました。 

 

今年も児童会の取組として，募金活動を８日から

3日間行いました。 

児童会三役の子どもたちは，朝早くから準備をし

て，元気に朝の挨拶と募金を呼び掛ける声をかけて

いました。７０４０円の募金が集まり，先日，社会

福祉協議会の皆様への引き渡しも行いました。ご協

力，どうもありがとうございました。 

 

２年生が生活科の時間

に，ハックで見学学習を

させていただきました。

地域のお店を探検して，

そこで働く皆さんに直接

お話を伺いながら，自分

たちの力で調べ学習を進

めました。見学するお店

を自分たちで決定し，質

問して学習したい内容も 

自分たちで考えました。タブレットを活用して，学習のまと

めの資料となるお店の写真資料も自分たちで撮影しまし

た。 

 国語等で身につけた言語能力を活用し，学習の個性化を

図りながら，協働的な学びを実現する活動です。地域の方々

の教育力に感謝です！ 

子どもたちが楽しみにしていた，３～６年生のスケー

ト学習が始まりました。都合が合えば，日本製鉄アイス

ホッケー部スティーラーズの方々も子どもたちの指導

をしてくれます。 

寒くて室内にこもりがちな季節ですが，元気に体を動

かし，北海道の冬を満喫してほしいものです。保護者の

皆様につきましては，服装へのご配慮・靴紐の指導等，

ご協力ありがとうございます。 

 

   ５年生が２日に「高齢者疑似体験・車いす体験」

２１日に「認知症キッズサポーター講座・白鳥ハイ

ツとのWeb交流」を行いました。２日の体験では，

たくさんの器具や装具を準備していただき，日常

生活では経験できない貴重な学習をさせていただ

きました。 

 また，その経験や認知症がテーマの講座から感

じられた事を活かし，ZOOM で施設の方と直接交

流させていただく事もできました。当日は，NHKの

取材も入り，朝のニュースで取組を紹介していた

だきました。「思いやり」の大切さを子どもたちは

実感していました。 


